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私がインターネット事業に関わるようになったのは、今から15年程
前にさかのぼります。当時、次長であった現社長の豊田章男とその部
下の私は、「インターネットと自動車ビジネスが融合する時代が必ず
来る」という豊田の言葉のもと、トヨタでネット事業を始めようと奔走
しておりました。そこで我々は1998年、トヨタディーラーの中古車の画
像を店頭端末やインターネットに掲載するサービス「GAZOO」を立ち
上げました。そして、画像端末で培ったノウハウを基に汎用のマルチメ
ディアキオスク端末を商品化し、コンビニエンスストアに導入する事業
にまで発展させました。それを機に、2000年にネットサービス事業会
社、トヨタメディアサービスを設立し、豊田章男が初代社長に、私が副
社長に就任し、その後私が社長を兼務し現在に至っております。創業
当初から「メーカーと顧客との接点をつくる」ことを第一の目標にい
ろいろ試行錯誤した結果、自動車メーカーならではのネット事業は、
車自体に情報端末を積むことであるという結論に達しました。そし
て、2002年にテレマティクスサービス※1「G-BOOK」を立ち上げ、2005
年には「G-Link」をレクサスに標準搭載いたしました。

このテレマティクスサービスは、現在では日本、北米、中国、アジア
に拡大し、搭載車両400万台を超えました。こう言うと順風満帆に進
んできたように聞こえますが、根っからの製造業のトヨタでインター
ネット事業を始めたいと言っても、はじめは誰も相手にしてくれません
でした。社内では異端児だったこの事業を技術やシステム、あらゆる
面から支援してくれたのが、実は富士通様でした。そういう意味では
富士通様には本当に感謝しています。

富士通様を始め多くのIT企業様のご協力と、豊田章男を中心とする
創業メンバーの情熱に支えられて育まれてきたこのネット事業は近年
の車のIT化や電動化の加速に伴って、本業の自動車産業とともに大き
な節目を迎えようとしています。例えばハイブリッド車では、コスト比
で47％が電子部品、そのうち40％がソフトウェアになっています。トヨ
タのプリウスPHVではこの比率がさらに大きくなります。今や車は、電
子情報商品と言っても過言ではありません。

このように電子・情報化された車の一部は、テレマティクスによっ
てPCやスマートフォンなどの情報家電とつながり、車のバッテリーの
残量やEV（Electric Vehicle：電気自動車）としての走行可能距離を調
べたり、リモートで車のエアコンを操作したりすることが可能になりま
した。さらに、エコ運転の度合いによりペットを育てて森を再生する
など、車と連動したゲームまで楽しめるようになりました。外部から
の操作ばかりでなく、車から外部機器を操作するサービスも確実に拡
大しつつあります。

このようにどんどん車が情報化していく時代に、将来の自動車ビ
ジネスを考えるうえで最も重要なことは、「ビジネスモデルの変革」
だと思います。具体的に言えば、「トヨタは年間900万台の車を製造し
て売っている会社」ということから、「毎年900万人の顧客との接点
を世界中に創出している会社」という発想の転換が必要だというこ
とです。車という接点を通じて、いかに顧客や地域社会とのつながり
を強化し、長期的なサービスや補完関係を構築できるか。そこに、自
動車ビジネスが大きく広がる可能性があるのです。それを実現するの
が、「つながる車（connected car）」、つまり、車の特徴である「走る」
「曲がる」「止まる」に加えて、「つながる」という第4の機能が求めら
れているのです。

近未来のスマートモビリティに求められる「つながる」機能には、4
つの観点があります。それは、「人」「街」「路車」「社会」です。この4
点と車をつなぐうえで不可欠なインフラがクラウドです。車の知能は、
今や車の中ではなく情報インフラのクラウドに集積されているので
す。その意味ではスマートフォンによく似ています。将来の自動車ビジ
ネスにおいて、車とクラウドは表裏一体になると言っても過言ではあ
りません。

まず、1つ目の「人とつながる」とは、車とドライバーがよきパート
ナーになることです。車との音声対話はもちろん、ユーザーの行動
を先読みしたサービスの提供や、危険回避を促すサービスも重要
です。トヨタの「つながるサービス」では、車載通信機DCM（Data 
Communication Module）から1分ごとの車両の位置速度情報がセン
ターにアップロードされ、ビッグデータに蓄積されます。出発点と日
付、時刻、運転者がわかれば、1台の走行データから相当の確率で、目

スマートモビリティとつながる未来
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的地とルートまでの情報が予測され、ユーザーから要求される前に
様々なサービスを提供し、危険や渋滞を回避させることが可能になり
ます。

2つ目の「街とつながる」とは、電動化する車と街をつないで、環境
に優しいエネルギーマネジメントを実現することです。例えば、昼間
太陽光で発電した電力を家の蓄電池に蓄電し、それを夜間に車の充
電に使う。停電の際には車のバッテリーから家庭に電力を戻すことも
可能です。トヨタは愛知県豊田市のスマートグリッド実証実験に参加
し、67棟のスマートハウスにプリウスPHVを1台ずつ提供するスマート
コミュニティを構築しました。このコミュニティのエネルギー自給率は
50％、月間70％のCO2の低減が実現しました。

さらに、プリウスPHVは、災害時には発電機としても使用すること
ができます。東日本大震災では、停電により信号が消えて大混乱にな
りました。この対策として宮城県警はプリウスPHVのパトカー12台を導
入し、停電時には信号機が車の電源で動作するようにしました。この
ように車は、街のエネルギーセキュリティにも大変重要な役割を担い
始めています。また、宮城県大

おおひら

衡村では「F（ファクトリー）-グリッド構
想」に着手しており、トヨタ自動車東日本の敷地内に8000kW級の天
然ガスの発電施設を建設し、自社工場のほか、近隣の複数の企業に
も電力が提供されています。災害などの停電時には、この電力は村役
場や地域防災拠点に提供されます。

さらにユニークな試みとして、発電施設を冷却した温水を利用した
野菜栽培も行われています。エネルギーの自立を図った農工融合型の
ファクトリーグリッドでは、70％のエネルギー自給率を実現すると同
時に、同規模の工業団地と比較して23％の省電、29％のCO2削減が可
能になりました。

3つ目の「路車とつながる」とは、交通事故ゼロを目指すことです。
従来の車のセンサーだけでは抑止不可能だった事故を、ITS※2専用に
割り当てられた700MHz帯の無線通信を活用し、車同士が位置や速
度情報を常に交換し、互いに衝突を避けたり、信号機など道路側に
設けられたセンサーが、物陰の車や歩行者を検知して、向かって来る
車に注意を促すことによって、事故をゼロに近づけようという取り組み
です。

つながる機能4つ目の「社会とつながる」とは、ストレスフリーな交
通社会を築くことです。ここで重要なのが、ビッグデータの活用です。
トヨタのテレマティクスサービスの数は現在国内では380万台、そのう
ち常時接続の通信モジュールDCMを搭載するものは70万台にのぼり
ます。そこからアップロードされたプローブ情報※3の走行データは、年
間で地球83万周分という膨大な規模になっています。

そこで我々は、このデータから加工された情報を自治体や一般企
業に提供する「ビッグデータ交通情報サービス」を今年の6月から始
めました。

車と社会をつなげる新しい取り組みでは、トヨタでは近未来の交
通システムとして、超小型EVのシェアリング事業に注目しております。
現在愛知県豊田市では、駅と学校や職場、商業施設、21ステーション
を超小型EV100台で結ぶ大規模なシェアリングサービスを行っていま
す。これは「Ha:mo（ハーモ）」というサービスで、会員はどのステー
ションでもEVをピックアップし、乗り捨てることができます。さらに、
利用予約からキーの解除、利用料金の支払いまでをすべてスマート
フォンから行うことができます。時間帯のほか、走行中か停車中かと
いう車両のステータスによって利用料金を変動させる点も大変ユニー

クな試みです。このようなことができるのも、クラウドで車のステータ
スを常に把握しているからです。

しかし、完璧に見えるシェアリングシステムにも大きな問題が一つ
あります。それは、通勤電車が到着するなどの時間帯に、特定の駅に
利用予約が集中してしまい、需要のアンバランスが起きてしまうこと
です。そこで、その時間帯に利用者が少ない地点に向かう利用予約に
対しては料金の特典を与えるなど、ユーザーの使用予測に基づいて利
用料を積極的に変動させて、各スポットのEVの台数を適切に保つシス
テムの開発も行っています。

このように、車版のスマートグリッド、社会交通システムとしての全
く新しい車のあり方が始まっています。現在使用している超小型EVと
いうのは、トヨタ車体製のコムスですが、この実績と経験を基に、次
世代スマートモビリティi-ROADの開発が進んでおります。トヨタでは
来年からこのi-ROADを国内のほか、フランスのグルノーブル市のカー
シェアリング事業に導入する予定です。自動車メーカーが車だけでは
なく、社会システムとして車とサービスを提供する時代が始まってい
るのです。

私は、近未来のスマートモビリティにおける車を、「人馬一体」と
いう言葉があるように、騎手が心から信頼できるよくできた馬のよ
うな存在にしたいと考えています。私にとってITとは、“イノベーション
トリガー”、つまり、変革を起こすための引き金です。15年前にマルチ
メディアキオスク端末を自作したときには、ここに至るまでの長期戦
略やビジョンなどまるでありませんでした。ただ、ITという身近な、そ
の気になれば誰にでも使える変革の武器があったということだけで
す。長期戦略やビジョンというのは、誰かが走った後でついてくるも
のです。いつの時代でも、革新を起こすのは組織のコンセンサスでは
なく、一個人の情熱です。そのような個人を活かせる企業のマネジメ
ントが、今後のイノベーション経営においてますます重要になってき
ます。トヨタ自動車はベンチャー企業として創業いたしましたが、これ
からもベンチャーであり続けたいと思っております。車のIT化は、自動
車メーカーが再びベンチャーに戻れる最大のチャンス、まさに私が思
うイノベーショントリガーであると考えています。車に限らず日本の製
造業は、ITでもっともっと魅力ある存在になれるはずです。そしてい
つの時代にも、お客様と夢と驚きを共有する関係でありたいと願って
おります。

IT による車の未来

車と社会をつなぐ取り組み

※1：�テレマティクスサービス：スマートフォンなどを利用して、自動車をインターネットに
接続することで受けられるサービス

※2：�ITS：高度道路交通システム
※3：�プローブ情報：テレマティクスサービスを通じて収集された車両の位置や速度など

の情報から生成されるリアルタイム交通情報
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